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敬神婦人会設立50年奉告祭を終えて（平成18年3月22日） h t t p : / / w w w . o k u n i j i n j a . j p /

新
緑
の
中
で

本
年
四
月
の
例
祭
及
び
諸
行
事
は
恙
な
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
神
幸
祭
当
日

（
十
六
日
）
は
朝
か
ら
雨
が
降
っ
て
お
り
、
神
輿
渡
御
の
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
が
午
後
よ
り
晴
天
に
な
り
、
勅
使
行
列
等
と
と
も
に
予
定
通
り
に
執
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
稚
児
行
列
に
は
近
年
に
な
く
多
く
の
子
供
さ
ん
が
ご

参
加
戴
き
ま
し
た
。
ま
た
、
十
八
日
の
例
祭
に
は
関
係
各
位
の
ご
参
列
を
戴
き

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
四
月
の
中
旬
、
古
式
舞
楽
保
存
会
で
は
当
社
「
記
念
館
」
に
て
舞
楽
習

得
の
た
め
の
合
宿
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
本
年
は
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
が
平

成
十
七
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
「
地
域
に
お
け
る
通
学
合
宿
推
進
事
業
」
の

本
年
度
最
初
の
指
定
を
受
け
実
施
い
た
し
ま
し
た
。「
通
学
合
宿
」
と
は
、
学

年
が
違
う
小
学
生
達
が
家
庭
や
学
校
と
は
異
な
る
場
所
で
共
同
生
活
を
し
な
が

ら
学
校
に
通
う
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
の
実
行
委
員
会
を
設
け
、
十
一
日
よ
り

五
泊
六
日
の
日
程
で
、
氏
子
内
の
子
供
達
二
〜
六
年
生
八
名
が
森
町
立
宮
園
小

学
校
に
通
い
な
が
ら
記
念
館
に
て
寝
食
を
共
に
し
て
舞
楽
を
習
得
し
、
十
五

日
・
十
六
日
の
両
日
に
は
改
装
に
な
っ
た
舞
殿
に
て
舞
楽
奉
仕
を
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
合
宿
を
通
し
て
、
礼
儀
や
作
法
ま
た
我
慢
す
る
こ
と
や
人
を
思
い
や

る
こ
と
を
、
地
域
の
大
人
で
あ
る
指
南
役
や
師
匠
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
子

供
達
は
明
ら
か
に
成
長
し
、
将
来
の
人
間
形
成
に
役
立
つ
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
合
宿
中
は
授
業
を
二
時
限
で
早
退
さ
せ
て
戴
く
わ
け
で
、
偏

に
学
校
関
係
者
及
び
保
護
者
の
ご
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
こ
の
よ
う
に
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
伝
統
芸
能
を
保
存
伝
承
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
協
力

が
必
要
な
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
昨
年
来
よ
り
進
め
て
お
り
ま
す
記
念
事
業
で
す
が
、
第
二
期
と
し
て

五
月
中
旬
よ
り
社
務
所
の
増
改
築
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
現
在
の
参
集
殿
・
神

札
庫
の
改
修
か
ら
取
り
組
み
、
八
月
に
は
社
務
所
の
事
務
機
能
が
移
転
の
予
定

で
す
。
ま
た
、
募
財
活
動
に
は
氏
子
・
崇
敬
者
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
格
別
な

ご
奉
賛
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
募
財

委
員
会
の
献
身
的
な
活
動
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
記
念
事
業
は
明
年
も
継
続

し
ま
す
が
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
緑
に
包
ま
れ
爽
や
か
な
境
内
で
す
が
、
五
月
下
旬
に
は
初
夏
の
風
物
詩
で

あ
る
花
菖
蒲
が
開
花
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
六
月
の
晦
日
に
は
夏
越
の
大
祓
式

を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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勅使行列・鈴木晃勅使役（真中）稚児行列奉仕者一同

一宮地区子供会による「たるみこし」（7基）新茶の手もみ実演

神幸祭の参進「4月16日（日）」

古式舞楽の行列

本
年
の
例
祭
並
び
に
諸
祭
典
・
神
賑
行
事

が
四
月
十
五
日
よ
り
十
八
日
に
亘
り
盛
大
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
十
五
日
は
、
午
前
九
時

よ
り
「
献
詠
祭
」
・
午
後
二
時
よ
り
「
氏
子

入
り
奉
告
祭
」
を
斎
行
。
十
六
日
午
後
二
時

よ
り
斎
行
さ
れ
た
神
幸
祭
で
は
、
ご
神
霊
を

神
輿
に
遷
し
た
後
、
召
立
に
よ
り
神
宝
・
神

器
が
奉
持
者
に
手
渡
さ
れ
、
お
先
面
（
猿
田

彦
）
の
先
導
に
て
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
可
愛
ら
し
い
衣
装
姿
の
稚
児
達
も
同
行

し
参
道
中
程
に
あ
る
お
旅
所
で
は
、
祝
詞
に

続
き
巫
女
舞
が
奉
奏
さ
れ
、
再
び
神
輿
が
巡

行
し
ま
し
た
。
一
宮
地
区
の
宮
代
公
民
館
よ

り
出
発
し
て
き
た
勅
使
行
列
が
一
の
鳥
居
付

近
で
合
流
し
還
幸
へ
と
な
り
ま
し
た
。
本
年

の
勅
使
役
に
は
、
鈴
木
晃
様
の
御
奉
仕
を
戴

き
ま
し
た
。
十
五
日
・
十
六
日
に
舞
殿
で
は

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

古
式
舞
楽
が
天
下
泰
平
・
氏
子
の
安
泰
と
繁

栄
の
願
い
を
込
め
て
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
恒
例
行
事
と
な
り
ま
す
新
茶
の
手
揉
み
実

演
が
保
存
会
の
皆
様
に
よ
り
奉
仕
さ
れ
、
茶

娘
に
よ
る
新
茶
の
接
待
が
あ
り
ま
し
た
。
社

務
所
裏
の
矢
場
で
は
弓
道
愛
好
会
に
よ
る
大

弓
会
が
催
さ
れ
、
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
先
の
的

を
目
掛
け
て
競
い
合
い
ま
い
た
。
十
七
日
は

前
日
祭
の
斎
行
・
十
八
日
は
午
前
十
時
よ

り
例
祭
を
斎
行
し
、
静
岡
県
神
社
庁
副
庁

長
櫻
井
豊
彦
様
、
森
町
長
村
松
藤
雄
様
を

は
じ
め
多
数
の
皆
様
に
ご
参
列
賜
り
厳
粛

に
斎
行
さ
れ
、
大
神
様
を
称
え
御
神
慮
を

賜
り
ま
し
た
。

例
祭
の
斎
行
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指
南
役
・
楽
頭

白
幡
　
富
幸

副
指
南
役

大
場
　
　
篤

行
事

大
場
喜
久
司

天
野
智
加
志

師
匠

小
澤
　
廣
一

大
場
　
詞
信

北
嶋
　
恵
介

内
藤
　
明
廣

師
匠
見
習

高
木
　
　
誠

鈴
木
　
勝
幸

衣
裳
方

小
林
　
　
隆

大
塚
　
静
雄

稚
児

村
松
　
俊
哉

鈴
木
　
　
望

佐
野
凛
太
郎

大
場
　
滉
太
　

太
平
楽

鶴
見
　
祐
介

山
下
　
大
貴

鈴
木
　
雄
大

鶴
見
　
槇
也
　

色
香

乗
松
　
邦
明

鈴
木
　
嘉
久

小
川
　
正
恭

朝
比
奈
　
斉

安
摩

大
場
　
一
志

嶋
田
　
秀
邦

二
の
舞

鈴
木
　
昌
人

野
口
　
雅
人

山
本
　
　
勉

西
尾
　
　
享

陵
王

鶴
見
　
俊
之

水
野
　
郁
男

納
蘇
利

大
場
　
　
学

白
幡
磨
佐
彦

獅
子

鶴
見
　
和
弘

鈴
木
　
清
次

岩
瀬
　
公
紀

平
田
　
章
浩

塩
澤
太
佳
夫

岩
満
　
武
志

古
式
舞
楽
奉
仕
者
御
芳
名

（
敬
称
略
）

舞楽奉仕者一同

巫女舞 稚児舞 太平楽
村松　俊哉・鈴木　　望
佐野凛太郎・大場　滉太

林　　若菜・鈴木　咲穂
朝比奈佑希・朝比奈真希

鶴見　祐介・山下　大貴
鈴木　雄大・鶴見　槇也

太
平
楽
・
稚
児
舞
・
巫
女
舞

奉
仕
者
御
芳
名
（
敬
称
略
）

ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
森
町
工
場

㈲
太
田
茶
店

保
食
や

マ
ル
ミ
塗
装

伊
那
谷

㈱
デ
イ
ト
ナ

大
場
獣
医
科
医
院

都
野
加
工
所
㈲

青
木
総
業

青
木
恒
産

㈲
ア
マ
ノ

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

日
本
温
装
工
業
㈱

松
田
歯
科
医
院

魚
泰

㈲
富
士
鉄
工

㈲
大
寶
建
設

金
山
化
成
シ
ズ
オ
カ
㈱

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場

山
本
環
境
整
備
㈱

杉
本
金
属
㈱
森
町
工
場

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場

朝
日
製
作
所
㈱

㈲
加
藤
は
つ
り
工
業
所

太
雄
工
業
㈱

ぴ
あ
タ
ウ
ン
シ
ャ
ト
ー
中
川

菓
匠
あ
さ
お
か

鈴
木
農
園

㈱
伸
孝

あ
さ
ひ
な
㈱

㈱
ダ
イ
ゴ

㈲
す
ず
き
工
業

鈴
木
塗
装

㈲
朝
比
奈
造
園

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築

石
橋
　
寛
一

小
國
神
社
指
定
売
店

大
塚
彫
刻
工
芸

カ
ル
ト
㈱

㈲
今
泉
土
木

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱

エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ
㈲

ハ
マ
ネ
ツ
㈱
森
町
工
場

深
井
無
線
工
業
㈱
森
町
工
場

大
同
ア
ミ
ス
タ
ー
㈱
静
岡
工
場

か
ね
と
よ
㈱

ツ
カ
モ
ト
㈱

㈲
北
島
電
気

㈲
桜
井
工
業
所

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建

内
山
商
会
山
梨
店

家
本
工
務
店

や
ま
ひ
ろ
㈱
関
東
工
場

有
限
会
社
泰
伸

笹
間
商
店

イ
ン
テ
リ
ア
村
松
㈲

山
田
建
設

サ
ン
シ
ョ
ー
運
輸

高
木
建
築

高
木
工
業

森
町
ゆ
ら
ら

森
の
び
よ
う
し
つ

鈴
伍
酒
店

ヘ
ヤ
ー
サ
ロ
ン
タ
カ
ギ

㈲
エ
ビ
ス
ヤ

㈲
萩
原
造
園

共
栄
土
建
㈲

袴
田
製
作
所
㈱
森
町
工
場

百
々
や

一
宮
郵
便
局

鈴
木
土
建
㈱

暁
雲
窯

㈱
ザ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

い
し
だ
茶
屋

㈲
　
鈴
木
次
郎
商
店

㈱
　
島
商
店

松
浦
製
茶
㈱

栗
田
商
店

遠
州
中
央
農
協
一
宮
支
店

入
鹿
ハ
ム

山
本
美
容
院

美
容
室
た
け
し
の
店

田
中
屋
酒
店

三
幸
産
業
㈱

家
本
建
機
工
業
㈱

中
根
美
容
室

東
京
理
容

堀
内
ふ
と
ん
店

金
原
石
油

す
ず
き
美
容
室

西
尾
工
務
店

青
木
　
友
香

青
木
　
良
太

豊
一
商
店

鈴
木
　
弘
子

㈱
わ
か
さ
屋

ア
カ
ネ
造
園
土
木

佐
野
鳶
工
業

西
村
医
院

大
林
・
丸
明
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

共
和
化
工
㈱

ユ
ー
シ
ン
㈲

ア
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
仲
田

石
松
庵

㈲
栄
産
業

長
谷
川
建
具
店

山
本
電
気
設
備
工
事

じ
き
し
庵

㈲
三
鈴
技
研
工
業

鈴
木
造
園
㈲

伊
藤
米
穀
店

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
タ
カ
ヤ
ナ
ギ

梅
衣
　
中
島
屋

氏
子
各
地
区
よ
り
神
賑

料
の
ご
奉
賛
を
戴
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

森
　
町

森
　
町

茨
城
県

森
　
町

栃
木
県

森
　
町

森
　
町

袋
井
市

浜
松
市

森
　
町

掛
川
市

森
　
町

島
田
市

京
都
府

森
　
町

袋
井
市

磐
田
市

袋
井
市

兵
庫
県

水
野
修
次

北
嶋
糀
店

（
株
）
三
愛
工
芸

小
國
神
社
指
定
売
店

（
株
）
阿
部

倉
見
建
設
（
株
）

魚
太

（
株
）
さ
の
や
会
館

西
遠
消
防
機
具（
株
）

み
ど
り
写
真
館

高
塚
印
刷
所

森
下
建
設
（
株
）

榛
葉
工
芸

（
株
）
松
下
装
束
店

（
株
）
小
倉
商
店

春
日
屋

セ
コ
ム（
株
）磐
田
支
社

（
有
）
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス

エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー

（
株
）
村
上
社
寺
工
芸
社

モ
リ
シ
タ
デ
ザ
イ
ン
　

（
株
）
長
谷
川
製
作
所

（
株
）
プ
ロ
ハ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
有
）
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス

（
有
）
宮
崎
モ
ー
タ
ー
ス

富
士
千
木
材（
株
）

（
有
）
大
島
寅
次
郎
商
店

（
株
）
三
永

（
有
）
久
志
本

小
島
屋
松
鶴

（
株
）
甲
賀
弓
具
店

京
都
奉
製
（
株
）

（
株
）
亀
沢
電
機
商
会

（
株
）
樹
生

菓
匠
あ
さ
お
か

大
石
糀
店

（
株
）
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

（
有
）
丸
井
紙
店

井
筒

森
　
町

埼
玉
県

磐
田
市

森
　
町

森
　
町

浜
松
市

福
島
県

森
　
町

東
京
都

袋
井
市

静
岡
市

京
都
市

森
　
町

掛
川
市

森
　
町

森
　
町

東
京
都

山
梨
県

京
都
市
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特
別
寄
稿

「
近
世
一
宮
神
主
・
小
國
重
年
大
人
の
偉
業
に
学
ぶ
」

社
叢
学
会
副
理
事
長

秩
父
神
社
宮
司

薗
　
田
　
　
稔

久
し
ぶ
り
に
遠
州
一
宮
に
参
詣
し
た
の
は
早
春
三
月
十
一
日
の
昼
下
が
り
。
そ
の
あ
と
境
内
の
小
高
い
丘
に

建
つ
「
大
宝
殿
」
で
開
催
さ
れ
た
社
叢
学
会
中
部
支
部
の
定
例
研
究
会
に
陪
席
し
て
、
打
田
文
博
宮
司
と
樹
木

医
の
正
木
伸
之
氏
か
ら
小
國
神
社
の
「
古
代
の
森
」
に
つ
い
て
詳
し
い
ご
講
話
を
拝
聴
し
、
さ
ら
に
手
入
れ
の

行
届
い
た
社
叢
と
、
表
参
道
に
連
な
る
見
事
な
杉
並
木
に
対
す
る
樹
勢
回
復
へ
の
土
壌
改
良
作
業
な
ど
を
実
地

に
見
学
し
て
、
大
い
に
充
実
し
た
勉
強
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
の
は
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ
た
。
学
会
の
中
部
支

部
研
究
会
を
主
催
さ
れ
る
林
進
先
生
や
岡
村
穣
先
生
を
は
じ
め
愛
知
県
か
ら
遠
路
参
加
さ
れ
た
多
く
の
会
員
の

皆
さ
ん
も
、
大
変
喜
ん
で
帰
路
に
付
か
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

小
國
神
社
の
遠
州
一
宮
に
ふ
さ
わ
し
い
ご
由
緒
と
神
域
の
森
厳
な
た
た
ず
ま
い
と
が
、
ま
さ
し
く
全
国
に
屈

指
の
大
社
に
列
す
る
こ
と
は
元
よ
り
周
知
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
今
回
あ
ら
た
め
て
実
際
に
学
ぶ
こ
と
の
で

き
た
成
果
の
一
端
を
記
し
て
、
感
謝
の
素
意
を
表
し
た
い
。

実
は
、
私
が
何
よ
り
も
喜
び
を
感
じ
た
こ
と
は
、
果
た
し
て
我
が
道
の
先
人
た
ち
に
逸
早
く
社
叢
の
深
い
意

義
を
そ
れ
と
自
覚
し
て
営
々
と
育
林
の
実
践
を
神
祇
奉
斎
の
伝
統
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
先
覚
者
が
こ
の
地
に
居

ら
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
人
物
は
、
遠
州
国
学
の
高
い
水
準
を
示
す
業
績
を

挙
げ
つ
つ
一
宮
累
代
の
神
主
職
を
貫
か
れ
た
、
小
國
重
年
大
人
（
一
七
六
六
ー
一
八
一
九
）
そ
の
人
で
あ
る
。

幸
い
に
、
今
回
打
田
宮
司
の
ご
講
話
に
加
え
て
、
い
ず
れ
も
ご
恵
贈
に
与
か
っ
た
二
冊
の
参
考
文
献
、
す
な

わ
ち
平
成
九
年
に
先
々
代
の
水
野
修
次
宮
司
が
発
刊
さ
れ
た
大
冊
の
『
小
國
の
神
―
遠
江
國
一
宮
小
國
神
社

誌
』、
並
び
に
小
國
家
を
継
ぐ
先
代
の
小
國
忠
伯
宮
司
と
ご
遺
族
が
同
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
塩
澤
重
義
氏
の

好
著
『
国
学
者
小
國
重
年
の
研
究
』
を
ひ
も
と
く
と
、
重
年
大
人
の
尊
い
人
と
な
り
と
ご
事
績
の
ほ
ぼ
全
貌
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
、
御
社
の
名
立
た
る
「
古
代
の
森
」
に
関
わ
る
大
人
の
ご
功
績
に
絞
っ
て

称
揚
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

塩
澤
重
義
氏
は
先
述
の
著
書
に
重
年
大
人
の
植
林
事
業
を
論
じ
る
な
か
で
、「
小
國
重
年
は
国
学
者
と
し
て

声
望
が
高
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
神
道
の
故
実
に
精
通
し
、
神
社
経
営
に
就
い
て
も
広
大
な
面
積
の
神
域
に

植
林
を
施
し
て
経
済
的
基
礎
を
固
め
た
実
績
は
、
実
に
大
き
い
。」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
当

時
は
一
般
に
造
林
に
意
を
用
い
る
者
は
な
く
、
例
外
と
し
て
元
禄
年
中
に
北
遠
の
山
住
神
社
の
神
主
、
山
住
大

膳
亮
茂
辰
な
る
先
覚
者
が
山
住
杉
の
良
材
を
育
て
た
、
ま
た
そ
の
百
年
後
に
重
年
大
人
も
先
見
の
明
あ
っ
て
小

國
神
社
の
社
有
林
に
杉
桧
の
苗
木
を
計
画
的
に
植
え
付
け
て
山
林
経
営
の
範
を
示
し
た
と
し
、「
今
風
に
い
う
な

ら
ば
こ
の
二
人
は
緑
化
功
労
者
で
あ
る
」
と
評
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
も
特
筆
す
べ
き
文
章
が
後
に
続
く
。
す

な
わ
ち
「
尤
も
重
年
は
社
有
林
の
経
済
的
効
果
の
み
を
念
頭
に
お
い
た
の
で
は
な
く
、
神
域
の
山
そ
の
も
の
に

神
霊
が
宿
り
給
う
と
す
る
古
代
思
想
が
あ
り
、
そ
の
神
山
を
よ
り
清
浄
に
、
よ
り
荘
厳
な
ら
し
め
ね
ば
と
の
意

志
が
働
い
て
い
た
も
の
と
考
え
る
」
と
し
て
、
そ
の
証
左
に
大
人
が
創
始
し
た
毎
年
正
月
七
日
（
現
行
は
四
月

一
日
）
の
椙
祭
を
挙
げ
、
そ
の
際
に
奏
上
し
た
祝
詞
に
『
日
本
書
紀
』（
著
者
の
記
す
『
古
事
記
』
で
は
な
い
）

所
載
の
素
戔
嗚
尊
と
御
子
神
た
ち
の
植
林
神
話
を
引
用
し
て
い
る
の
を
指
摘
し
て
、
大
人
の
決
意
の
ほ
ど
を
紹

介
し
て
お
ら
れ
る
（
同
書
一
三
〇
頁
）。

斯
く
塩
澤
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
実
は
近
世
に
お
い
て
も
神
道
家
や
国
学
者
の
な
か
に
神
域
の
社
叢
が

も
つ
奥
義
を
学
問
や
祭
祀
の
域
に
採
り
あ
げ
た
先
人
は
、
他
に
皆
無
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
も
と
よ
り
遥
か
先
史

以
来
、
日
本
の
神
霊
は
豊
か
な
自
然
に
宿
り
給
う
こ
と
か
ら
人
里
近
い
氏
神
鎮
守
の
社
で
あ
っ
て
も
森
深
く
鎮
ま

る
と
い
う
た
た
ず
ま
い
は
、
近
世
と
い
わ
ず
現
代
に
い
た
る
ま
で
心
あ
る
人
々
が
大
切
に
し
て
き
て
い
る
習
い
で

は
あ
る
。
神
霊
の
棲
ま
う
社
叢
で
あ
る
か
ら
こ
そ
禁
足
地
や
千
古
不
入
の
霊
地
と
し
て
、
天
然
の
ま
ま
に
植
生
を

守
り
抜
き
老
樹
や
大
樹
を
ご
神
木
と
仰
い
で
斧
を
入
れ
ぬ
信
条
を
当
然
に
固
め
て
き
た
の
が
地
元
民
代
々
の
良
識

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
全
国
各
地
の
社
叢
と
い
え
ば
、
古
来
亭
々
た
る
大
樹
の
群
落
に
恵
ま
れ
て
い
た
た
め
に

時
の
権
力
者
が
大
寺
院
の
建
立
や
宮
殿
、
城
郭
の
建
設
に
良
材
と
し
て
強
引
に
伐
り
出
さ
せ
る
例
も
侭
あ
っ
た
こ

と
も
確
か
だ
が
、
お
お
よ
そ
は
神
社
な
ら
で
は
の
林
相
が
ご
く
当
然
の
家
郷
景
観
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
余
り
に
も
当
た
り
前
の
身
近
な
風
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
は
中
世
以
来
の
学
者
や
神
道

家
も
、
近
世
以
来
の
国
学
者
や
神
職
た
ち
も
神
社
の
社
叢
を
学
問
の
題
材
や
神
道
教
説
の
な
か
に
特
に
言
挙
げ

す
る
者
も
ほ
ぼ
皆
無
に
等
し
く
、
い
わ
ん
や
重
年
大
人
の
よ
う
に
社
叢
育
成
を
神
事
に
ま
で
採
り
入
れ
た
例
は
、

残
念
な
が
ら
他
に
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

現
代
は
、
今
さ
ら
な
が
ら
森
林
こ
そ
が

地
上
す
べ
て
の
生
き
物
を
育
ん
で
き
た
生

命
の
母
胎
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た

時
代
で
あ
る
。
水
源
に
豊
か
な
森
あ
っ
て

こ
そ
山
か
ら
河
、
里
か
ら
海
へ
と
あ
ら
ゆ

る
生
命
の
サ
イ
ク
ル
が
栄
え
て
き
た
、
そ

の
恩
恵
を
神
の
恵
み
と
し
て
古
来
の
日
本

人
は
社
叢
を
祭
祀
の
聖
地
に
し
て
き
た
は

ず
で
あ
る
。
賢
明
に
も
逸
早
く
そ
れ
を
覚

ら
れ
た
重
年
大
人
の
遺
業
を
「
古
代
の
森
」

と
累
代
に
称
揚
し
今
に
活
か
し
て
お
ら
れ

る
小
國
神
社
の
打
田
宮
司
は
じ
め
関
係
各

位
に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
た
い
。

筆
者
略
歴
　
薗
　
田
　
　
稔
（
そ
の
だ
み
の
る
）

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
埼
玉
県
秩
父
市
生
ま
れ

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
東
京
大
学
文
学
部
卒
業

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
同
大
学
院
博
士
課
程
終
了

現
在
　
京
都
大
学
名
誉
教
授
　
皇
學
館
大
學
特
任
教
授

秩
父
神
社
宮
司
　
埼
玉
県
神
社
庁
長
　
神
社
本
庁
理
事

神
道
国
際
学
会
会
長
　
社
叢
学
会
副
理
事
長

著
書
　
『
祭
り
の
現
象
学
』『
誰
で
も
の
神
道
』

『
文
化
と
し
て
の
神
道
』

『
神
道
―
日
本
の
民
族
宗
教
』（
編
共
著
）

『
日
本
宗
教
事
典
』（
共
編
共
著
）

『
神
道
大
辞
典
』（
共
編
共
著
）



神
社
に
お
い
て
歴
史
を
護
る
こ
と
は
す
な
わ

ち
社
殿
等
明
ら
か
な
形
を
な
し
て
い
る
物
も
あ

り
ま
す
が
、
漠
然
と
し
て
い
な
が
ら
も
社
殿
を

と
り
ま
く
環
境
い
わ
ば
神
社
の
森
自
体
の
護
持

に
あ
り
ま
す
。
端
的
に
神
社
に
は
森
が
あ
る
と

い
う
考
え
に
な
り
ま
す
が
、
で
は
な
ぜ
あ
る
の

か
と
い
う
意
義
、
必
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

社
叢
、
い
わ
ゆ
る
「
神
社
の
森
」
・
「
神
々

の
森
」
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
日
本
人
と
し

て
の
普
遍
的
な
思
想
や
習
慣
、
ま
た
そ
こ
か
ら

起
き
た
文
化
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
自
然
保
持

の
意
義
・
必
要
性
を
唱
え
て
い
る
社
叢
学
会
の

中
部
定
例
研
究
会
が
、
三
月
十
一
日
に
秩
父
神

社
宮
司
・
社
叢
学
会
副
理
事
長
の
薗
田
稔
氏
を

は
じ
め
と
す
る
会
員
約
五
十
名
参
加
の
も
と
正

式
参
拝
執
行
後
、
大
宝
殿
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
小
國
神
社
の
社
叢
に
つ
い
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
基
づ
き
打
田
宮
司
よ
り
現
在
の
境
内

木
の
大
半
は
お
よ
そ
二
○
○
年
前
に
小
國
重
年

大
人
の
植
林
事
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
な
ど
社

叢
の
歴
史
や
、
さ
ら
に
現
在
の
保
護
活
動
に
つ

い
て
説
明
を
い

た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
境
内

の
森
を
ご
案
内

し
、
樹
木
医
の

正
木
伸
之
氏
に

よ
り
参
道
杉
並

木
の
保
全
作
業

行
程
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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遠
江
國
一
宮
小
國
神
社

敬
神
婦
人
会
設
立
五
十
年

記
念
式
典
の
実
施

昭
和
三
十
二
年
四
月
三
十
日
に
設
立
さ

れ
た
当
社
敬
神
婦
人
会
（
小
池
ま
さ
子
会

長
）
で
は
、
全
国
敬
神
婦
人
連
合
会
会
長

久
邇
正
子
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
三
月
二

十
二
日
に
総
勢
百
三
十
七
名
の
出
席
の
も

と
、
設
立
五
十
年
記
念
式
典
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後
零
時
三
十
分
よ
り
当
社

拝
殿
に
て
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
、
祝
詞
奏

上
後
、
小
池
会
長
、
久
邇
会
長
様
が
玉
串

拝
礼
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
さ
の

や
会
館
に
て
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
久

邇
会
長
様
よ
り
、「
半
世
紀
に
わ
た
り
、
氏

神
様
へ
の
ご
奉
仕
を
中
心
に
、
様
々
な
講

習
会
や
研
修
会
を
実
施
し
自
己
研
鑚
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
会
員
の
親
睦
を
深

め
、
現
在
で
は
会
員
の
数
も
百
五
十
名
を

数
え
る
程
に
な
ら
れ
た
と
承
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
さ
に
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
私
ど

も
敬
神
婦
人
の
手
本
と
な
る
も
の
と
存
じ

ま
す
。」
と
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
ご
来
賓
の
静
岡
県
神
社
庁
副
庁
長
櫻
井

豊
彦
様
、
静
岡
県
敬
神
婦
人
連
合
会
会
長

山
田
益
美
様
、
当
社
打
田
宮
司
よ
り
ご
祝

辞
を
戴
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
小
池
会
長

よ
り
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
責
任

役
員
鈴
木
三
千
雄
様
の
乾
杯
の
ご
発
声
に

よ
り
宴
が
始
ま
り
、
終
始
和
や
か
に
親
睦

を
お
図
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会

員
有
志
に
よ
る
大
正
琴
演
奏
等
の
清
興
が

行
わ
れ
、
中
で
も
会
員
六
名
に
よ
る
「
マ

ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」
の
踊
り
で
は
、
大
変
な

盛
り
上
が
り
で
あ
り
ま
し
た
。

全国敬神婦人連合会・久邇会長様のご祝辞

小池会長より打田宮司へ記念品の贈呈

受賞者・宮谷古七郎様

社叢学会中部支部定例研究会

周
智
支
部
神
社
関
係
者
　
　
　
　

大
会
で
の
表
彰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
社
叢
学
会

中
部
定
例
研
究
会
の
開
催

去
る
三
月
九
日
森
町
文
化
会
館
に
お
き
ま
し

て
、
神
社
庁
周
智
支
部
管
内
（
森
町
・
浜
松
市

春
野
町
）
七
十
二
社
の
神
社
関
係
者
が
集
い
二

年
に
一
度
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
日
本
大
学
の
百
地
章
教
授

よ
り
「
皇
室
典
範
改
正
の
問
題
点
」
に
つ
い

て
詳
し
く
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
席
上
に
お
い
て
神
社
功
労
者
の

表
彰
が
行
な
わ
れ
、
氏
子
地
区
よ
り
左
記
の

皆
様
が
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

宮
代
東
　
宮
谷
古
七
郎
様

宮
代
東
　
筒
井
輝
男
　
様

橘
　
　
白
幡
富
幸
　
様

円
　
田
　
野
口
富
彦
　
様
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手
水
舎
は
門
前
よ
り
参
道
を
進
み
、
二
の

鳥
居
手
前
の
西
側
に
あ
り
ま
す
。
手
水
は
古

来
よ
り
「
魂
を
洗
う
」
と
さ
れ
る
意
味
が
あ

り
、
参
拝
に
は
か
か
せ
な
い
作
法
で
す
。
門

前
の
祓
橋
を
渡
り
、
参
道
の
玉
砂
利
を
歩
き

心
地
よ
い
音
で
心
を
静
め
、
手
水
に
て
心
身

と
も
に
清
々
し
い
気
持
ち
で
ご
参
拝
い
た
だ

き
ま
す
。
手
水
の
作
法
は
、
は
じ
め
に
右
手

で
柄
杓
に
清
水
を
汲
み
左
手
に
か
け
て
洗
い

清
め
ま
す
。
次
に
柄
杓
を
左
手
に
持
ち
か
え

て
右
手
を
洗
い
清
め
ま
す
。
最
後
に
柄
杓
を

右
手
で
持
ち
、
左
手
の
ひ
ら
に
水
を
受
け
、

そ
の
水
を
口
に
ふ
く
ん
で
す
す
ぎ
ま
す
。
口

を
す
す
ぎ
終
わ
っ
て
か
ら
、
も
う
一
度
左
手

を
水
で
流
し
ま
す
。
当
社
の
手
水
舎
の
水
は

御
本
殿
の
御
垣
内
の
真
名
井
よ
り
汲
み
上
げ

て
い
て
、「
お
水
取
り
」
の
参
拝
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
手
水
舎
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
記
念

事
業
に
伴
い
、
移
転
の
予
定
で
す
。

―
手
水
舎

て

み

ず

や

―

手水舎（てみずや）

一

日

五

日

六

日

十
八
日

月
次
祭

こ
ど
も
祭

本
宮
山
青
葉
祭

月
次
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
九
時
）

一

日

一

日

一

日

三

日

四

日

四

日

六

日

十
八
日

二
十
一

日

三
十
日

月
次
祭

花
菖
蒲
園
開
園
奉
告
祭

宮
代
神
饌
田
御
田
植
祭

花
菖
蒲
観
賞
祭

甲
子
祭

花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

本
宮
山
月
次
祭

月
次
祭

御
田
植
祭

夏
越
の
大
祓
式

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
半
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
後
三
時
）

石楠花

花菖蒲・「水の光」

本
年
は
春
先
か
ら
暖
か
く
、
境
内
を
彩
る

草
花
も
例
年
よ
り
早
く
開
花
し
て
い
ま
す
。

梅
・
さ
く
ら
・
石
楠
花
な
ど
春
の
花
々
が
咲

き
終
る
頃
、
夏
の
爽
や
か
な
風
の
中
に
ひ
と

き
わ
優
雅
に
咲
く
花
菖
蒲
が
開
花
し
ま
す
。

門
前
の
一
宮
花
菖
蒲
園
で
は
、
約
一
二
〇
〇

坪
の
園
内
に
一
三
〇
余
種
の
花
菖
蒲
が
五
月

下
旬
よ
り
六
月
下
旬
ま
で
の
間
楽
し
め
ま
す
。

見
頃
は
六
月
上
旬
よ
り
中
旬
に
な
り
、
早

生
・
中
手
・
晩
生
の
花
々
が
咲
き
競
い
、
ま

た
梅
雨
空
の
下
で
は
一
段
と
鮮
や
か
に
映
り

ま
す
。
現
在
、
全
園
で
新
芽
が
す
く
す
く
と

伸
び
、
開
園
が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
園
内
で
は
開
園
期
間
中
に
、
花
菖
蒲
の

株
の
即
売
も
し
て
い
ま
す
の
で
係
員
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
古
代
の
森
を
背
景
に
初
夏
の

彩
り
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

一

日

六

日

十
八
日

三
十
一
日

三
十
一
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

月
次
祭

境
内
地
譲
渡
記
念
祭

愛
宕
神
社
例
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
八
時
）

（
午
前
九
時
）

一

日

三

日

六

日

十
八
日

月
次
祭

甲
子
祭

本
宮
山
月
次
祭

月
次
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

一

日

六

日

十
八
日

二
十
三
日

二
十
五
日

二
十
五
日

月
次
祭

本
宮
山
月
次
祭

月
次
祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式

御
柱
祭

敬
老
祭
安
心
祭

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
）

（
午
前
十
時
半
）



初
秋
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
宮
川
沿
い
の
紅

葉
の
景
観
は
、
改
め
て
自
然
の
豊
か
さ
を
感

じ
さ
せ
く
れ
ま
す
。
五
回
目
を
迎
え
る
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
は
「
秋
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
い

た
し
ま
す
。
昨
年
は
ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
ご
応

募
が
少
な
く
、
七
五
三
詣
り
や
紅
葉
狩
風
景

写
真
な
ど
も
ご
応
募
下
さ
い
。
応
募
チ
ラ
シ

は
十
月
下

旬
に
当
社

と
周
辺
カ

メ
ラ
店
で

配
布
い
た

し
ま
す
。

応
募
作
品

は
四
切
・

四
切
ワ
イ

ド
が
審
査

対
象
に
な

り
ま
す
。
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六
月
三
十
日
（
金
）
午
後
三
時
よ
り
夏
越
の
大

祓
式
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
大
祓
と
は
、
心
身
に
つ

い
た
罪
や
穢け

が
れ

・
不
浄
な
も
の
を
人
形

ひ
と
が
た

に
移
し
、
川

に
流
し
て
祓
い
清
め
る
神
事
の
こ
と
で
す
。
特
に

夏
越
の
大
祓
で
は
、
梅
雨
の
時
期
に
多
い
流
行
病

や
疫
病
に
か
か
る
こ
と
な
く
、
暑
い
夏
を
健
康
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
茅
の
輪
く
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま

す
。
く
ぐ
り
方
は
、
茅
の
輪
の
手
前
で

「
蘇
民
将
来

そ
み
ん
し
ょ
う
ら
い

」
と
三
回
唱
え
、
左
右
左
と
（
８
の

字
を
書
く
よ
う
に
）
三
回
く
ぐ
り
ま
す
。

こ
の
茅
の
輪
神
事
は
、
奈
良
時
代
の
「
備
後
国

風
土
記
逸
文
」
に
基
づ
い
て
お
り
、『
そ
の
昔
、

北
海
に
お
ら
れ
た
武
塔
神

ぶ
と
う
の
か
み

が
南
海
の
神
の
娘
に
会

う
た
め
、
諸
国
を
巡
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。

あ
る
土
地
に
来
た
と
こ
ろ
で
日
が
暮
れ
て
し
ま

い
、
そ
こ
に
住
む
将
来
兄
弟
に
宿
を
貸
し
て
ほ
し

い
と
言
い
ま
し
た
。
弟
の
古
旦
将
来

こ
た
ん
し
ょ
う
ら
い

は
、
裕
福
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
宿
を
貸
そ
う
と
せ
ず
、
兄

の
蘇
民
将
来
は
、
大
変
貧
し
か
っ
た
の
で
す
が
喜

ん
で
宿
を
貸
し
、
御
座
所
を
つ
く
り
粟
飯
を
炊
い

て
も
て
な
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
が
経
ち
、
武
塔
神
が
以
前
の
恩

返
し
を
し
よ
う
と
兄
の
家
に
訪
れ
ま
し
た
。「
私

は
、
速
素
戔
嗚
神

は
や
す
さ
の
う
の
か
み

で
あ
る
。
も
し
こ
れ
か
ら
の
世

に
疫
病
が
流
行
り
だ
し
た
な
ら
蘇
民
将
来
の
子
孫

と
云
っ
て
茅ち

が
や

を
輪
の
形
に
し
て
腰
に
付
け
な
さ

い
。
そ
う
す
れ
ば
疫
病
か
ら
免
れ
る
で
あ
ろ
う
」

と
教
え
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
疫
病
が
発
生
し
、
言

わ
れ
た
通
り
茅
の
輪
を
腰
に
付
け
た
蘇
民
将
来
と

家
族
は
、
疫
病
か
ら
免
れ
ま
し
た
。』、
こ
れ
が
茅

の
輪
神
事
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
祓
式
に
は
ど
な
た
で
も
お
申
し
込
み
及

び
ご
参
列
が
出
来
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
当

社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
皆
様
ご
一
緒
に

お
祓
い
し
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

小
國
神
社
社
務
所
　
大
祓
係

電
話
〇
五
三
八（
八
九
）七
三
〇
二

川
崎
　
太
馳
　
掛
川
市

三
上
　
愛
斗
　
磐
田
市

池
谷
　
月
花
　
掛
川
市

幸
田
　
藍
杜
　
森
　
町

吉
住
　
有
菜
　
浜
松
市

寺
田
由
那
葉
　
磐
田
市

青
島
　
彩
貴
　
磐
田
市

谷
口
　
　
侑
　
袋
井
市

松
浦
和
香
奈
　
掛
川
市

服
部
　
芳
音
　
袋
井
市

押
久
保
樹
紀

磐
田
市

倉
嶋
　
花
梨
　
森
　
町

相
羽
　
明
依
　
湖
西
市

大
石
　
煌
斗
　
浜
松
市

佐
竹
　
紅
杏
　
森
　
町

泉
　
　
遼
哉
　
浜
松
市

村
木
　
奏
音
　
浜
松
市

大
澄
　
　
嵐
　
磐
田
市

杉
田
　
峻
也
　
掛
川
市

吉
筋
　
春
奈
　
袋
井
市

清
田
　
悠
生
　
豊
橋
市

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名

を
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
二
月
一
日
〜
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

茅の輪神事

森町茶道愛好会による野点

宮川沿の紅葉

毎
年
当
社
の
花
菖
蒲
が
最
盛
期
を
迎
え
る
六

月
上
旬
に
「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
当
日
は
野
点
や
琴
・
尺
八
の
奉
納
演
奏
、

盆
栽
の
展
示
・
即
売
な
ど
を
催
し
ま
す
。
本
年

は
六
月
四
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆

様
お
揃
い
で
初
夏
の
爽
や
か
な
一
日
を
過
ご
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

社
報
「
玉
垂
」
第
十
六
号

（
平
成
十
八
年
三
月
一
日
発
行
）

の
紙
面
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
訂
正
の
上
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

誤
　
七
ペ
ー
ジ
岩
堀
　
　
大

正
　
　
　
　
　
岩
堀
　
　
大

茅の輪御守ー初穂料600円ー

※
「
ご
家
庭
玄
関
口
に
お
祀
り
し

『
蘇そ

民み
ん

将し
ょ
う

来ら
い

』（
疫
病
除
け
の
言

葉
）
と
三
回
唱
え
ま
す
」
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平
成
十
八
年
五
月
十
五
日

「
玉
垂
」
（
た
ま
だ
れ
）
第
十
七
号

題
字
揮
毫

神
社
本
廳
前
総
長
　
工
藤
　
伊
豆

発
　
行
　
小
國
神
社
社
務
所

郵
便
番
号

四
三
七

〇
二
二
六

住
　
所
　
静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六

一

電
話
番
号

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七

印
　
刷
　
㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ

ス
　
エ
ム
・
エ
ス
・
シ

編
　
　
集
　
　
後
　
　
記

表
紙
写
真
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
三
月
二
十
二
日
（
水
）
午
後
一
時

遠

江
國
一
宮
小
國
神
社
「
敬
神
婦
人
会
設
立
五
十
年
奉
告

祭
」
を
斎
行
後
に
拝
殿
前
に
て
撮
影
い
た
し
ま
し
た

全
国
敬
神
婦
人
連
合
会
久
邇
正
子
会
長
様
に
ご
参
列

賜
り

御
神
前
に
て
奉
告
す
る
と
と
も
に
会
の
更
な
る

発
展
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た

○
「
玉
垂
」
十
七
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す

三
月
中
旬

に
当
社
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
社
叢
学
会
中
部
支
部

定
例
研
究
会
」
に
ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
秩
父
神
社
の
薗

田
宮
司
様
か
ら
玉
稿
を
戴
き
ま
し
た

国
学
者
小
國
重

年
の
ご
事
績
の
一
面
を
ど
う
ぞ
ご
味
読
く
だ
さ
い

○
毎
年
五
月
五
日
の
こ
ど
も
祭
に
は
当
社
で
命
名
さ
れ

た
幼
児
達
が
ご
両
親
と
と
も
に
参
列
さ
れ
ま
す

拝

殿
を
歩
き
廻
る
子
も
い
て

と
て
も
賑
や
か
で
す

○
新
緑
と
初
夏
の
花
々
が
咲
く
こ
の
時
期
は

森
林
浴

を
し
な
が
ら
散
策
す
る
に
は
格
好
で
す

多
く
の
皆

様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

染井吉野

桜まつりの銭太鼓出演の皆様

「
小
國
の
杜
・
点
描
」

新緑（宮川沿）

古式舞楽（蝶の舞）

紫陽花（あじさい）

勧学祭・新入学生の玉串拝礼


